私はレオ丸になりたい￥４９０
　
　
龍之介＃３２
　
　
　八月。獅子ヶ崎祭りという一大イベントも終わり、後は直球ど真ん中の夏光線の中、残りの休みを謳歌するのみとなった獅子ヶ先学園。その生徒会室では、朝ミーティングと称された「おしゃべり朝食会」が催されていた。
「それにしても、毎日暑いわよね～」
　サニーサイド店長、鹿子木景が先程配達してきたサンドウィッチを飲み込み、一乃が切り出す。
「夏なんだから、暑いのは仕方ないじゃない」
　紅茶を一口含み、芹菜が返す。
「でも、やっぱり暑いのはきついっすよ。この間も炎天下の中に何時間もいたらそれだけでフラフラになりましたもんね」
「それは織原が泳いでる間中、鷲塚がずっと海に入らずに砂浜にいたからだろう？　ほっといたら一日中でも泳いでるようなやつなんだ。それ相応の対策は取っておくべきだったな」
　慎一郎が口を開き、それに対して鷹子が返す。
「ところで、十倉先輩。水の方は大丈夫なんですか？　このところ晴天続きで雨が降ってませんけど」
　緩んだ空気の中、朝ミーティングらしい質問を鈴姫が投げる。
「ええ。それは全く心配ありません。元々の貯水量も十分ですし、この間の台風でかなりの量を確保できました。この間見つけた太陽光発電施設で電力不足も大幅に改善しましたし、ライフラインに関しては当分心配しなくても大丈夫です」
　五個目のサンドウィッチに手を伸ばしながら、ノート端末で状況を確認した手鞠が答える。
「それにしても……」
　週に一日くらい涼しい日を作れないか、という会長の提案にその他数名が呆れるのを横目に、サンドウィッチを租借し終えた手鞠が呟く。
「夏海ちゃん、遅いですね」
　手つかずのままラップをかけられた朝食と、誰も座っていない椅子。今日の「おしゃべり朝食会」には今ここにいる六名に加え、織原夏海も招集されていたのだ。
「そうね……確かに連絡はしたはずだけど」
　芹菜が時計を見る。別段、重要性はない集まりであったため、寝坊で遅れようと、最悪欠席しようとも問題はない。そう思っていたせいで、会の開始から三十分が経とうとする今に至るまで、誰もそう強く意識ししていなかったのだ。
「まったく、毎っ回、毎っ回、あの人ときたら～……!」
　若干一名は腹立たしそうに声を上げるが、本気で怒っているわけではなさそうだった。
「一応連絡するか？」
　鷹子がポケットの中の携帯電話を探る。
「そこまでする必要はないんじゃな～い？　きっとまだ寝てるのよ。昨夜マンガ読みすぎた～、とかで」
「あなたと一緒にしないの。でもまあ、連絡はいいんじゃないかしら？　風邪でも引いてたら心配だけど、それだったら倉田さんが知らせてくれるでしょ」
　背もたれに体を預けてコーヒーを飲む一乃も、その隣で背筋を伸ばして座る芹菜も、特に問題視はしていない様子だ。
「そうですね。待ってたら来るでしょ。海で泳いでたら時間経ってたの忘れてたっていうオチかも知れませんし」
　慎一郎が同意し、頷いたその時だった。
　
「な、夏海がいないんですっっ！！」
　ドアを勢いよく開けて入ってきた倉田ちさとの切迫した声と顔が、生徒会室にいる全員を、夏の何気ない爽やかな朝から引きずり下ろした。
　
　
　
「どういうこと？」
　最初に反応して言葉を発したのは芹菜だった。
「今日、夏海はここで朝ミーティングがあるって言ってました。時間を聞いたら、ちょうど私も朝ご飯を食べる時間だったので、一緒に寮を出て、途中まで一緒に行こうという話になってたんです」
「あれ？　じゃあ、あのサンドウィッチ、店長さん一人で作ったの？」
　説明に割って入った一乃の質問に、ちさとは頷いて補う。
「はい。私も夏海も手伝うと言ったんですが、夏休みだから朝は暇だし、一人で大丈夫だと言われたので」
「ふんふん」
　一乃が頷いて先を促す。
「リビングで待ってたんですが、約束の時間になっても夏海が出て来なかったんです。もしかしたら寝てるのかなと、夏海の部屋を覗いてみたんです。そしたら……」
「いなかった」
　幾分緊張感を孕んだ鷹子の声に、ちさとが首肯する。
「ミーティングの前に泳ぎに行ったまま戻ってきてないだけ、とかは？」
　慎一郎の言葉に、ちさとは頷かなかった。
「ここに来る前に見に行きました。でも誰も……」
　ちさとの声のトーンが下がっていく。
「電話は？　あと、ＰＩＴＡリーダーを持ち歩いてるのだったら、ここから呼び出せるけど」
　芹菜の問いにも、首は横に振られた。
「両方とも、机の上に並べて置かれていました」
「……………」
　それぞれの頭に、「行方不明」、「失踪」といった単語が浮かび始める。
「ガードロボを出します！」
　鈴姫が立ち上がり、ＰＩＴＡリーダーに手を伸ばす。
「ちょっと待って。まだ行方不明と決まったわけじゃないわ。それに、建物内も含めた全敷地を見て回らせるとなると、相当数を割かなくてはならないはずよ。朝っぱらからそんな数のガードロボが動いてたら、いくらここの生徒でも不安がるわ。それは最後の手段にしましょ」
　表向きの顔に戻ってきた一乃の言に、鈴姫が席に座り直す。
「夏海ちゃんがどこへ行ったか、手がかりになるようなものや、心当たりとかはありませんか？」
　黙って話を聞いていた手鞠が口を開く。
「実は……」
　ちさとが、制服のポケットから何かを取り出す。
「夏海の机の上にこんなものが……」
　机の上に、それが置かれる。銘々が席を立ち、そこに集まった。
「……￥４９０？」
　メモ帳に書かれたその数字を、全員が不思議な顔で見つめていた。
　
　
　
　コホンと咳払いを一つ、一乃が切り出す。
「……何、これ？」
「分かりません……」
　あったからとりあえず持ってきただけで、それが何を意味するメモなのか、ちさとにも皆目見当が付かない。
「行方不明になったのと関係があるのか？　ただのメモにしか見えんが」
　鷹子の声には、深く考えても無駄だろうという意志が見える。
「でも、昨日の夜、夏海の部屋に遊びに行ったときにはなかったんです。夜遅くか、今朝に書かれて、そして夏海がいなくなって、偶然にしては……と思ったので」
「確かに、何か関係があるのかも知れないわね。でも、メモの意味が分からないんじゃ、どうしようもないわ」
　と、芹菜。
「４９０円……４９０円……う～ん、ウチが今度出す昼定食の値段、ではあるんですが。さすがに関係ないですよね……」
　しばらく唸ったあと、鈴姫が口を開く。
「え、白の子鹿亭、そんなメニュー出すの？」
　ちさとの言葉に、鈴姫が一瞬「しまった」という顔をするが、すぐに表情を戻す。
「ええ、サニーサイドのワンコイン昼定食でずいぶんお客さん取られちゃったんで、こっちはこっちで打つ手を考えていたんです」
　サニーサイドのワンコイン昼定食とは、この夏休みから登場した、５００円でかなりの量が食べられる、学生らに人気のメニューである。おかげで、連日昼になるとサニーサイドは人で溢れかえる、という現象が続いている。
「同じ値段なのもアレなんで、こっちは１０円下げてやることにしたんです」
「ねえねえ、どんなメニューになるの？」
　一乃の目が興味深そうに輝く。
「メインはてんこ盛りチャーハンで、そこに餃子などのサイドメニューが日替わりで何点か」
「ふんふん」
「他にも、女性向けの、少量の料理をいっぱい並べたのも同じ値段で出す予定……って、そんな話してる場合じゃないでしょーがっ！」
　鈴姫の怒号に、一乃が「いやん」と首をすくめる。芹菜は「やれやれ」と呆れ顔だ。
「それはともかく、夏海ちゃんがその情報を知っていた可能性は？」
　手鞠の質問に、鈴姫が首を振る。
「それはないです。私も昨日なずな先生と話したばかりで、まだ優にも話してないんですから」
「なるほど……でも、もし夏海ちゃんがその場をスパイしていたら？　ライバル店が打つ対抗策を知り、それに対するカウンターとしてのスペシャルメニューを生み出すために一人旅だ……」
「織原の一番やらなさそうなことだな。却下」
「うぅ……」
　鷹子の冷たい言葉に一乃がしょげる。
「冗談はさておき、その線はなさそうですね。子鹿亭との勝負は楽しんでも、こっそり情報を集めたり、裏で真剣に策を練ることはしないでしょうし」
　自身の言葉をフォローするような手鞠の発言に、鷹子の表情が弛緩する。
「じゃあ他には～？　人の意見否定するなら別の案出しなさいよ～」
　若干すねがちに一乃が問う。一旦表に出た「生徒会長の顔」も、もう既に引っ込んでしまっている。
「このメモが金額を指しているものとして、やはり金銭トラブルの代表と言えば貸し借りなんだけど……」
　もっともな意見が芹菜の口から出るが、
「あまりにもあんまりな金額、ですよね……失踪の理由にしては」
　鈴姫が苦笑いを浮かべる。そう、たかだか４９０円の借金で、姿をくらます人間も取り立てに走る人間もいない。ましてや、夏海は特活による定期的な収入もあるのだ。
「それもちょっと……なさそうですね」
　手鞠の言葉に一同が頷く。
「ん～～、やっぱり関係ないのかな～？」
　頭の後ろで手を組んだ一乃が、椅子の前足を浮かす。
「そうですね。このメモのことは一旦脇に置いておいて、何か他の方策を」
　そう言って一同を見回した手鞠と、一乃の目が合う。
「……………」
「……………」
　無言のまま数秒、見つめ合う。
「会長」
　口を開いた手鞠の目は緊張感を帯びていた。
「ＰＩＴＡレーダーの使用を進言します」
　一乃は暫時口元に手をやり、目を閉じて黙していた。
　
　そして、重々しく口を開く。
「……使用を許可します。急ぎ準備を」
「はっ」
　敬礼をした手鞠が、自席のノート端末へと走る。
　
　そして今ここに、織原夏海捜索＆捕獲大作戦の幕が開いたのである。
　
　

　
　
　少女は走っていた。
（ああもうっ！　やっぱり思った以上にスピード上がらないなぁ……）
　足の速さにはそれなりに自信を持っていたが、サンダル履きではやはりその実力は発揮できないらしい。
　追い求めるモノをその視線の先に捉えながら、少女は懸命に駆けている。天井の低い廊下に、硬質の床を叩くサンダルの音がこだまする。彼女の心を知ってか知らずか、それは幾分滑稽な響きだった。
「おおおおおっ！」
　そして少女は、必死の思いでギアをもう一段上げたのだった。
　
　

　
　
「……で、何なんだ？　そのＰＩＴＡレーダーというのは」
　入り口付近の机から各々の席へと戻る途中、鷹子が尋ねる。
「それはですね、鷹ちゃん」
　キーボードを素早く叩きながら、手鞠が答える。
「学園内の至る所に設置してあるＰＩＴＡ―ＩＤ認識装置を使い、特定のＩＤを持つ者を捕捉、位置情報を随時端末上に表示させるシステムです。技術的に可能だということは分かっていたんですが、プライバシーに関わる恐れがあるため、開発はしていなかったんです」
「でも」
　一乃が会長席のスイッチを押すと、壁の一面が回転し、モニタに変わる。
「この間、第一校舎のシステム中央管理室を開放した際、実はそれが以前から実装されていたことを発見したの。何の目的かは知らないんだけど」
　室内の照明が一段階落ちる。
「さしたる使い途のない機能なので会長にしか報告していなかったんですが、いい機会ですので使ってみようかと」
　仄明るい中、手鞠の指がスピードを上げる。
「あの～、私はサニーサイドがあるんで……この辺で……」
　恐らく初めて感じるであろう、生徒会室の変な空気に気圧されてか、ちさとは来た時の勢いとは裏腹にすごすごと後ずさり、部屋を後にする。
「第四パスワード、クリア。システム管理者権限でメインシステムにアクセス……ログイン。ＰＩＴＡレーダー起動……出力を外部モニタに……出ます」
　全員の目が、モニタに向けられる。
　まず映し出されたのは、獅子ヶ崎学園の敷地を俯瞰した地図だった。
「サーチＩＤ入力……照合。織原夏海。いきます！」
　パチンと、エンターキーを打つ音が静かな室内に響き、「ポーン」と、時報のような音がその後に続いた。
　
「ファインド！　捕捉しました」
「位置は？」
　全員の声が重なる。
「今出します……屋内ですね」
　ピ、ピ、と電子音が鳴る度に、地図上の光点を中心とした一部がクローズアップされていく。
「出ました……第一校舎内、地下。倉庫区画、ナンバー……え？　００４？」
「第一校舎？」
「倉庫？」
「００４？」
　いくつかの疑問符が室内に満ちる。
「手鞠ちゃん。夏海ちゃんが何故そこにいるかはとりあえず置いておいて、その場所の説明をお願い」
　その中にあって、形を成した質問をしたのは芹菜だった。
「はい。第一校舎の地下にはかなり広大な倉庫区画があります。父達の残した研究資料、予備のガードロボ、学園の備品、各種機材などが整理して収められています。その倉庫には全て三桁のナンバリングがされており、頭の一桁目がジャンル、二桁目と三桁目がその中での通し番号、となっています」
　そこまで言って一息つく。
「一桁目がゼロということは、廃棄扱いの資料や機械を収めた……端的に言ってしまえば封印倉庫です。地下のかなり深い部分に置かれていますし、ムーバルブロックシステムによってそこに至る道も遮断されて、本来であれば辿り着くことは出来ない倉庫です」
「なんでそんなところに織原先輩が？」
「今見たところ、かなり地上近くに上がってきています。恐らく、過去のムーバルブロックシステムの暴走によって位置が変わり、道もつながってしまったと思われます。ですが、夏海ちゃんがそこに行く理由は分かりません」
「う～ん……」
　皆一様に口をつぐみ、思考を巡らせている。何故織原夏海はそこにいるのか。取るべき対応は。
　その沈黙に割って入ったのは、「ピー」という長めの無機質な電子音だった。
「どうしたの！」
　一乃が声を上げるのと、手鞠が端末を操作し始めたのはほぼ同時だった。
「ブリップロスト！……消え……まし……た……」
「消え……た……？」
　芹菜も壁のモニタに目をやる。先程まで一定間隔で明滅を続けていた光点は、既にそこになかった。全員の顔に驚愕の色が走る。
「どういうことっ？」
　一乃が、その後に続いて芹菜が手鞠の下に駆け寄る。
「さっきまで間違いなく捕捉していたたんですが、突然ロストしたんです！　今再サーチを……ノットファウンド？　なんで！」
　慌ただしくキーボードの上を手が走るが、モニタの光点は消えたままだ。
「考えられる可能性は？　例えば、倉庫内では拾えても、廊下に出たらロストする、とか」
　芹菜のその問いに、力無く首が振られる。
「ＩＤ認識装置はこの学園の全ての敷地内、海岸から地下水道に至るまで９９％の範囲をカバーしています。先程エラーチェックも行いましたが、ロストした近辺は全て正常に動作中です」
「……………」
　一乃は何事かを考えながら、しばし黙していた。
「手鞠ちゃん、ロストした地点は正確に拾える？」
　口を開いた一乃の声は、凛として、動じた雰囲気は微塵も感じられなかった。
「はい。ログが残ってますので……第一校舎内、地下、倉庫区画。ナンバー００４です。そこから動いていません。」
　改めて、初めて耳にする場所の名が告げられる。
「夏海ちゃんがそこにいたのは、間違いないのね？」
「はい。それは間違いありません」
　手鞠がしっかりと頷く。
「よしっ」
　一乃が顔を上げ、全員を見渡す。
「たとえ一瞬でもそこにいたのは間違いないんだから、とりあえず行ってみるしかないわ。全員で行くのはナンセンスだから、班を分けるわね。手鞠ちゃんは、レーダーに動きがないか見ていてもらうからここに残って」
「はい」
　手鞠は、一瞬だけ一乃に顔を向け、また端末に戻す。
「で、捜索部隊には連絡手段としてＰＩＴＡリーダーが必要だから……鈴姫ちゃんはそっち」
「分かりました」
　鈴姫が頷く。
「それと、第一校舎を知ってる人間と、万が一の時に体力勝負が出来る人間……鷹子と鷲塚君も捜索部隊」
「分かった」
「了解です」
　二人も立ち上がる。
「私と芹菜はここで指揮と状況分析に当たるわ。ということで、行動、開始！」
　その言葉と同時に、三人は廊下へと飛び出した。
　
　

　
　
　織原夏海は、ひんやりとした空気の中にいた。
「う～ん……」
　辺りをざっと見渡す。
「っかしいなぁ……たしかにここだと」
　首をひねる。外気に晒されている四肢がその冷たさを感じ取る。先程まで走っていたためにかいた汗が引いたのも、それに拍車をかけているようだ。
「寒っ……何か羽織るものとかないかなぁ……」
　一瞬前とは違った目で、周囲を見る。
「おっ！　発見、発見」
　彼女は手近な壁にジャケットが掛かっているのを見つけると、ためらいなくそれを手に取った。
　
　

　
　
「あー、あー、こちら胡桃沢。生徒会室、聞こえますか？　どうぞ」
　燦々と輝く真夏の太陽の下、鈴姫一行は潜行したままの第一校舎内へと続く階段の前にいた。
「こちら生徒会室、手鞠。感度良好。ＰＩＴＡレーダーで三人の位置情報も取得済みです。第一校舎への階段前、で間違いないですか？」
　手鞠の落ち着いた声がＰＩＴＡリーダーの外部スピーカーから聞こえてくる。
「はい。間違いありません。では、これより校舎内へと入ります」
「了解。ナビゲートはこちらでしますが、途中ムーバルブロックシステムが勝手に動き出す可能性もあります。十分注意してください」
「分かりました」
　言いながら、階段を下り始める。先頭に慎一郎、殿に鷹子、ＰＩＴＡリーダーでの連絡役を務める鈴姫を二人で挟む形で、一行は進んでいく。
「校舎部分につながっている扉は全部スルーして、ひたすら下に降りてください。Ｂ２まで来たら連絡を。そこからが本番です」
「はい」
　鈴姫が応答する。
「ここが２Ｆだから、まだ先だな」
　先頭の慎一郎が扉の表記を確認し、先に進んでいく。
「ちょっと冷えますね」
　鈴姫が腕をさする。長らく地下に潜ったままの状態であるため、外気温の影響を殆ど受けていないようだった。
「確かにちょっと寒いな……と、Ｂ２到着」
　慎一郎が立ち止まり、それに鈴姫と鷹子が倣う。
「生徒会室、生徒会室、こちら胡桃沢。Ｂ２に到着しました。どうぞ」
　すぐに鈴姫が連絡を入れる。
「こちら手鞠。確認しました。これよりナビゲートを開始します。とりあえず、扉の横のスイッチを押して中に入って下さい」
　慎一郎がスイッチを押すと、低い音を立てて扉がスライドする。
「よし、行くぞ」
　一行は緊張感に満ちた顔で、その扉をくぐった。
　
　

　
　
　彼女は、先程はまた違う小さな部屋の入り口に立っていた。
「よーし、ようやく……」
　部屋は照明が消えており、中は暗い。恐らく入り口付近にあるであろう照明スイッチを、手探りで探す。
「ん？」
　指に触れたスイッチは、二つあった。
「ん～……えいやっ！」
　深く考えることなく、片方のスイッチを押す。
「ありゃ？」
　電気は点かず、代わりに「ピー」という電子音が響いただけだった。
「逆かぁ……」
　もう片方のスイッチに指をかける。
「あっ！」
　その瞬間、足下を掠めていく感覚に声を上げる。
「待て～！」
　そして彼女は、部屋の外へとまた飛び出していった。
　
　

　
　
「そういえば……」
　捜索部隊をナビゲートしている手鞠と、レーダーによって捕捉された光点が光るモニタを視界に捉えながら、芹菜が口を開いた。
「この￥という記号、円だけじゃなくて、パソコンのフォルダとかにも使うわよね」
「あっ」
　何かを思い出したように、手鞠が声を上げる。
「どうしました？」
　ナビゲートが止まったので、ＰＩＴＡリーダーを通して鈴姫が何事かと聞いてくる。
「すいません、胡桃沢さん。こちらで確認したい案件が発生しました。少しの間そこで待機してもらえますか？」
「分かりました」
　手早いやり取りを終え、手鞠が芹菜の方を向く。
「いいところに気付いてくれました。感謝します。フォルダを表す記号だということをすっかり忘れていました。我ながら情けない」
　途中からは端末に向き直り、独り言のように言いながらキーを叩く。
「えっと、手鞠ちゃん、迷い無く操作してるように見えるんだけど、何かアテがあるの？」
　横から一乃が問い掛ける。
「ええ。これもすっかり忘れていたことなのですが、この獅子ヶ先学園は、入学時にＰＩＴＡ―ＩＤを登録すると、メインサーバー内にフォルダが自動生成される仕組みになっているんです。会長達が一年生の時から通し番号でナンバリングされていまして、夏海ちゃんのは……」
「もしかして……」
　芹菜が言い終わる前に、手鞠がキーをパチンと叩く。
「４９０です」
　レーダー情報に代わってモニタに映し出されのは、数字の並ぶフォルダ一覧。情報欄には割り当てられた生徒の名前が記されている。４９０の横に見える文字は、織原夏海。
「でも、そんな情報初耳よ？」
　一乃の言葉に、芹菜も頷く。
「はい。これは恐らく、生徒が個人的に使えるウェブストレージとして計画されたものだと思うんですが、メインシステムが落ち着くまではセキュリティの面で不安がありましたし、最終的には、デスクトップ、ノート、ケータイなど、あらゆる端末からアクセス可能なものにしたいので、まだ試験運用にも至っていないんです。私の卒業までの課題の一つですね」
「でもそれじゃあ、夏海ちゃんが知っている可能性はないんじゃない？」
　芹菜がそう口にするが、
「確かにそうなんですが、偶然にしては出来すぎです。調べてみる価値はあるかと」
　手鞠が端末の操作を再開させる。
「フォルダをオープン」
　モニタに表示されたフォルダの中身は空白。何のファイルも入っていないことを示している。
「やはりというか、何もないですね。私の考え過ぎだったようです」
　画面を戻して捜索部隊のナビゲートを再開させようとした手鞠が、「ま、念のため」と呟いて、手をキーボードに走らせる。
「え！……このファイルは……？」
　驚きの声を上げた手鞠に、一乃と芹菜が駆け寄る。
「どうしたの！」
「巧妙に隠されたシークレットファイルです！　何でこんなところにこんな方法で……」
　キーボードの上を手が慌ただしく動く。
「開ける？」
「やってみます」
　常人には何をしているのかも分からない操作が端末上で繰り広げられる。やがて聞こえる、小気味いいエンターキーの音。
「出ます！」
　ファイルの中身がモニタに映し出される。文字列を瞬間的に斜め読みした一乃が、自身のＰＩＴＡリーダーに手を伸ばす。
「作戦変更！　全員、すぐに戻ってきて」
　生徒会長の声は、この日一番の緊張感を伴っていた。
　
　
　
ここに、獅子ヶ崎で起きた、とある戦いのことを書いておこう。
　そのファイルは、そんな言葉から始まっていた。
「作成者名は十倉謙吾。父ですね」
　慎一郎ら捜索部隊一行が戻るのを待ち、手鞠が改めてファイルを開く。
「破損している部分も多く、読めない部分もありますが」
　断りを入れ、画面をスクロールさせていく。
　
「戦いは突然起こり、否応なく私も巻き込まれた。私は銃を撃つのにも、格闘戦にも向いていない。そういった実戦行動は部下に任せることにし、私は作戦の指揮に当たることにした。これには、開発されたばかりのＰＩＴＡレーダーが大いに助けとなった。だが、まだ試用段階でもあったため、扱えるのは私一人。よって、レーダー手も兼任することとなった」
　
「レーダーを使った指揮はことのほか効果的だった。敵の戦力が手薄な部分を突いての後方奇襲。こちらの防御態勢の効率化、及び、集中。攻守共にフル回転し、敵を、彼らが陣取る森林部に追い詰めることに成功した」
　
「だが、防御の厚い敵の本拠を攻めあぐねている間に、予測しえない事態が発生した。波状攻撃をかける我が軍の間隙を縫って、敵の部隊がこちらの中枢部へ攻撃を仕掛けてきたのだ。
　あり得ないことだった。確かにこちらの攻撃の手が休まる隙はあるが、四方八方からランダムに攻勢をかけているのだ。たまたま休息のために後方へ退かせたところを部隊単位で突破してくるとは。やはりこれは、敵方にもレーダーが開発された、と見るしかない。奴らの開発能力はすさまじいものがある。一旦退いて、対策を練らねば」
　
「対レーダー対策として、二つの新装備を開発した。それぞれ、一号、二号と称することにした。だが、目下運用可能なのは一号のみ。これを使って一泡吹かせてやる」
　
「一号を使った作戦は十分以上の成果を上げた。敵レーダーを欺き、本拠への単独侵入に成功。施設の一部を機能停止。幹部の一人を拉致することに成功した。その幹部は、捕虜として監禁している。これで二号も使用可能になった」
　
「二号を使った作戦を開始。敵を欺き、本拠中枢までこちらのエースを送り込ませることに成功した。ここまでは上々の展開だった。
　だが、迂闊だった。敵のボスに感付かれていたとは。流石、あの短期間でレーダーを実用化させただけのことはある。どうやら、向こうで監禁されたらしい。彼を失った損失は大きい」
　
「戦いは、始まりと同様に突然終わりを迎えた。敵は去っていった。幸い、こちらの人的被害は無し。そして、朝から晩まで四六時中頭を働かせた結果として、ＰＩＴＡレーダーシステムは飛躍的に前進。そして、感度面でのＰＩＴＡシステムの不具合は殆ど解消した。
　よかった……そう言えるのだろうか？」
　
　
　読み終わってからしばらく、全員が口を開けないでいた。
　この平和な獅子ヶ崎で「戦い」？　「敵」って何？　攻め込んできた理由と、撤退した理由は？　そもそも、こんな事件が誰にも知られてないってどういうこと？
　等々、様々な疑問が無言の生徒会室に漂っていた。
「えっと……」
　頭の中がまだ整理できていない中、一乃が口を開く。
「ずっと獅子ヶ崎で暮らしてる鈴姫ちゃん、何か知ってる？」
　話を振られた鈴姫は、先程からしている腕組みを解かぬまま、小さく唸る。
「う～ん……知ってるかと言われれば、全くもって知らないんですが、確かに、工事中だから危ない。近寄るな。とは強く言われてましたね。でも、まさか……」
　信じられない、といった顔をする。銃、レーダー、監禁等、穏やかではない単語が出てきているのだ。自分が住んでいた近くでそんなことが行われていたのかと、気の強い彼女でも身震いをするのに十分だった。
「でもこの中に、親父が出て来ないんだよな」
　慎一郎が不思議そうに言う。
「確かに。もしかしたら、宗鉄博士が海外を旅しているときに起きた事件なのかも知れません」
「あー、それに、あの親父は『訊かれなかったから言わなかった』とか、へーきで言うからな。大事なことでも」
　何かを思い出したのか、慎一郎の顔が怒りと笑いに歪む。
「でも、何でそのファイルがあるフォルダを記したメモが、夏海ちゃんの机に？」
　芹菜の顔は幾分強張っていた。何かの偶然でファイルやフォルダを見つけ、それを誰かに知られる。そして……
「まさか、このことを知ったから連れ去ら……」
　慎一郎が言い終わる前に、
「織原！」
　鷹子は廊下に向かって駆け出し、鈴姫は今度こそガードロボの出番だとＰＩＴＡリーダーを取り出す。
　
　ポーン。
　
　そこに鳴る、時報のような電子音。一瞬全員の動きが止まる中、手鞠だけが自席の端末へと走る。
「レーダーに再び感！　照合。間違いありません。夏海ちゃんです！」
「位置は！」
　声を飛ばしながら、一乃がモニタを見る。
「屋外です！　再ファインド地点はカササギ橋東端。灯台方向に向かって時速２４キロにて進行中！」
「手鞠ちゃん、夏海ちゃん以外の生体波動は？」
　連れ去れているという可能性を含んだ質問が、芹菜からなされる。
「サーチ……感無し。生命体は夏海ちゃんだけです。もしかしたらガードロボ、ということも考えられますが」
「速度を考えると、走っていると見るべきだな。１００ｍにしたら１５秒か。全力疾走だぞ、これは」
　部屋の中に引き返してきた鷹子が言葉を添える。
「何かから逃げている？」
「かも知れません」
　芹菜の質問に手鞠が答える。
「よしっ！」
　一乃が立ち上がる。
「ここにいてもしょうがないわ。さっきの捜索部隊でもう一度追うわよ！」
「分かった！」
「分かりました！」
「はいっ！」
　鷹子、鈴姫、慎一郎が続いて返事をし、一斉に駆けていく。
｢鷹ちゃんっ！｣
　手鞠の声が飛ぶ。
「もしかしたら、私達の手に負えない事件かも知れません。危険だと判断したら迷わず引き返して下さい！」
　鷹子は後ろ手で親指を突き上げて見せた。
　
　
　
　海から吹く風をその身に受けながら、三人はカササギ橋を駆け抜け、視界の先にそびえる灯台を目指していた。
「夏海ちゃんは灯台に入りました！」
　ＰＩＴＡリーダーに、手鞠から情報が入る。
（夏海……！）
　声を出して応える余裕もないほど、懸命に走る。視界に、開かれた灯台の入り口を捉える。
「鷲塚、胡桃沢、先に入れ！　私は外から追ってくる者がいないか確認する！」
「「はいっ」」
　先頭を走っていた鷹子が入り口でとどまり、その脇を二人が駆け抜ける。
「夏海ちゃんの反応は最上階です！」
　手鞠の声に押されるように、二人は灯台内部の階段を駆け上がる。夏海は突然消え、そして、何かから逃げるように駆け、今この灯台にいる。ケガはしていないか、怯えていないか、そんな不安が慎一郎の心臓を締め付ける。
「夏海～～～～～～～っ！」
　一歩前を走っていた慎一郎が、叫びながら階段を上りきる。
「はぁっ……はぁっ……な、夏海……」
　膝に手を突き、うつむきながら息を整える。
「夏海……お前、どれだけ心配かけたと……」
　言いながら顔を上げた慎一郎は、
「「え？」」
　と、後に続いてやってきた鈴姫と共に素っ頓狂な声を上げることになった。
「が～お？」
「……………」
　二人が声を発せられないのは、息が切れているためではなかった。
「がお、が～おっ！」
　何だかご機嫌なレオ丸は、尻尾をパタパタと振りつつニコニコ顔だ。
「な……」
　遅れて到着した鷹子も、目の前の事実が信じられないといった顔で絶句する。
「慎一郎さん、胡桃沢さん、鷹ちゃん、どうしました？」
　手鞠の声が狭い室内にこだまする。
「い……いない」
「え？」
　鈴姫の呟くような声に、生徒会室に残る三人の声が重なる。
「ここに織原先輩はいません！」
　時間が止まったかのような感覚が、六人に平等に降りかかった。
　
　
　
「どういうこと？　手鞠ちゃん、レーダーの反応は？」
　真っ先に立ち直った芹菜が、手鞠に質問を飛ばす。
「間違いありません。依然として、今、鷹ちゃん達がいる最上階に」
　手鞠の声は焦りの色を孕んでいる。
「もしかして、不具合？」
　一乃も立ち直る。
「ですが、鷹ちゃん達はちゃんと反応していました。夏海ちゃんだけ、というのも……」
「う～ん……」
　腕を組んで黙する。
「あっ……もしもし、鈴姫ちゃん？」
　芹菜が何か思い出したように、手鞠のＰＩＴＡリーダーから伸びたマイクに向かう。
「はいっ」
「外の展望スペースにいないか、見てみて」
「あ、はいっ」
　外の展望スペースに出られる扉の鍵は夏海が保有しているはずだったのを思い出したのだ。
「やっぱりいません。扉も鍵がかかっています」
　だが、聞こえてきたのはある程度予想していた台詞だった。
「まいったわね～」
「困りました……」
　一乃と手鞠もうなだれる。
　その時だった。
　
　ピー
　
　ポーン
　
　二つの電子音が、立て続けに鳴った。
「えっ？」
　手鞠が慌てて端末に目を向ける。
「あ……あり得ない……」
　声が震えている。
「「え！」」
　一乃と芹菜も、モニタを見て言葉を失う。
　
　モニタの中では、織原夏海を示す光点が本校舎の前をゆっくりと獅子ヶ先ロードに向けて歩いているところだった。
　
　

　
　
　織原夏海は歩いていた。屋外は炎天下である。寒いからと着たジャケットは早々に脱いで、今は脇に抱えている。
　その歩調は、いつもの織原夏海ではなかった。トボトボという擬音が当てはまるほどの、力無い足取り。そしてわずかに開かれた、だが、何の言葉も出て来ない口。
　
　織原夏海は、ただただ、トボトボと力無く歩いていた。
　
　

　
　
　生徒会室を襲った衝撃は、程なくして灯台最上階にももたらされた。
「ちょ！　え？　織原先輩が今獅子ヶ先ロードに向かって歩いてる？　な、何なんですか、それ！」
　手鞠からの報告を聞いた鈴姫の第一声は、言葉になっていなかった。スピーカーで聞いていた慎一郎と鷹子も訳が分からないという顔をする。
「驚かれるのも無理はありません。ですが、もう一度、事実だけを言います。夏海ちゃんは今、獅子ヶ先ロードに向かって歩いています。そして、よく聞いて下さい。その夏海ちゃんから出る生体波動が大変弱いんです。消えかかっている、と言っても過言ではありません」
　それが意味することは、理由は何であれ、夏海が生命の危機に瀕した状態で歩いている、ということだ。
「こちらからも栄養剤や救急セットを持って向かいます。そちらも獅子ヶ先ロードに急行して下さい！」
「分かりました！」
　言い終えないうちに、鈴姫と、続いて鷹子が階段を駆け下りる。その後を追うべく走り出した慎一郎が、ポケットに突っ込んであったあるものと、未だ足下で尻尾を振っているレオ丸に気付く。
「レオ丸」
「がお？」
　いっちょまえに首をかしげる。
「獅子ヶ先ロードと、夏海は分かるな？」
「がお、がお！」
　いっちょまえに首を縦に振る。
「よし！　じゃあこれを夏海に届けるんだ。お！　いい具合にナップサックなんか背負ってるじゃないか！」
　何故かレオ丸が背負っているナップサックに、ポケットから栄養ドリンクを抜き出して突っ込む。
「頼んだぞ！」
「が～おっ！」
　尻を叩いて送り出すと、レオ丸は脇目もふらずに飛び出していった。
　
　
　
　同じ頃、本校舎の保健室から栄養剤と救急セットを借りて屋外に駆け出そうとしていた一乃ら一行は、困った事態に直面していた。
「見ましたよ～、見ましたよ～。カメラさん、ちゃんと撮ってます？　保健室から栄養剤と救急セットを強奪し、何処かへと走って行くトライオンメンバー！　ささ、何があったの？　怪我人？　急病人？　事件？　事故？　隠し立てはよくないですよ～！」
　たまたま居合わせた鳩子につかまり、マイクを向けられていたのだ。しかも、学園一を自負するその足を振り切れる人間は、この一行にはいない。黙ったままただ走るしかなかった。それが更に鳩子の好奇心をくすぐり、四人に増えた一行はそのまま獅子ヶ先ロードへと突入していく。
　
　その数分後、鈴姫、そして鷹子を追い抜いたレオ丸もまた、一目散に獅子ヶ先ロードへと突入していった。
　
　
　
　そして、所は獅子ヶ先ロード内、サニーサイド入り口前。時は正午。
「くぅぉおらぁあ！！　探したんだぞぉ、レオ丸～！！」
　前方から駆けてくるレオ丸を捉えた夏海が、最後の力を振り絞って突撃する。
「がお～～！」
　正面衝突と形容した方がいい夏海のタックルを受け、レオ丸が沈む。
「さあ、私の……」
　と夏海が言いかけた瞬間、
「織原！」
「「「夏海ちゃん！」」」
「なつみ～ん！」
　前方から鷹子が、後方からは一乃、芹菜、手鞠、鳩子がそれぞれに名前を呼んで駆け寄ってくる。
「え？　あれ？　みんな、どしたの？　そんなに血相変えて……」
　鳩子を除いた全員が息を切らし、険しい顔で夏海を見る中、当人は顔をキョロキョロと動かして不思議そうだ。
「織原先輩！」
「夏海、無事か！」
　そして遅れて登場した、鈴姫と慎一郎。
「え、え～～～っと、無事……だよ？」
　訳が分からないまま、一応質問に答える夏海。
「……………」
　全員の視線が夏海に注がれる。水着姿の彼女は、怪我をしているでも、衰弱してるでもなく、ただいつもの織原夏海だった。懐にはレオ丸を、正確には、彼が背負っていたナップサックを抱えている。
「ん～、夏海ちゃん？　ちょ～っと、生徒会室で話聞かせてもらえるかな～？」
　にこやかに肩を抱き、本校舎を指す一乃。芹菜は先回りして、サニーサイドにカツ丼のデリバリーを頼む。
「え？　え？　え？」
　精神的にも肉体的にも疲弊した面々の、心身両方の圧力に押され、夏海は状況が飲み込めないまま、生徒会室へと連行されたのだった。
　
　
　
「まずは、今日の行動を。包み隠さず、正確に教えなさい」
　夏海一人に対し、全員が向き合うような状況の中、最初に一乃が口を開く。デリバリーされたカツ丼は、ものの数分で夏海の胃袋に収まってしまっている。
「えっと、朝起きて、とりあえず泳ぎに行きました」
　これに関しては、誰も驚かない。彼女にはごく普通の行動だ。全員無言で頷く。
「でね、朝にミーティングもあるし、そろそろ着替えて生徒会室行こうかな、と思ったんだけど」
　そこで口を挟んだのは鈴姫だった。
「またあなたは外で着替えようとしたんですか！　もう少し風紀というものを考えてですね……」
「まあまあ、それで？」
　一乃がなだめ、先を促す。
「制服を入れていたナップサックを海岸に置いてたんだけど、戻ってきてみたらそれがなくなってて……誰だ～！　と辺りを見回してみると、何とレオ丸がそれを背負って走って行くではありませんか！」
「な、あれ、制服が入ってたのか！」
　驚きの声を上げたのは慎一郎。今の夏海は制服に着替えているが、その着替えをしている最中、慎一郎は生徒会室の前で待たされていたのだから、その制服がどこから出てきたのかを知らない。
「そーそー」
　何が楽しいのか、夏海は笑顔で頷く。
「で、こら待てー！　って追いかけたんだ」
「そして気が付いたら、第一校舎の地下にいたわけですね」
　手鞠が先を読む。
「うんうん。いやー、サンダル履きでスピードは出ないし、おまけに寒いし。大変だったんだー。あ、このジャケットは寒かったから勝手に拝借したやつ」
　ポンと、机の上に置かれる。「なるほど」と手鞠が手に取る。広げてみたり、裏返してみたりして、更にもう一度、納得したように頷いた。
「その後、レオ丸を小さな部屋に追い詰めたんだ。でもその部屋真っ暗で、電気点けようと思ってスイッチ押したけど点かなくて、で、その隙にレオ丸がまた逃げ出して」
「レオ丸を見失った夏海ちゃんはそのまま歩いて外に出て、空腹と疲労でフラフラ歩いているところに、私達が来た。これで合ってます？」
　何事かを掴んだのか、その先を言う手鞠。
「そーそーそーそー！　さっすがてまりん。わかってるぅ！」
「駆けつけたときの元気そうななつみんを見て、色々合点がいったんです。では、ここからは説明子ウサギこと、わたくし手鞠が解説します」
　そう言って、ついさっきまでレーダーをモニターするために使っていたスクリーンの前に立つ。
「では、皆さんが疑問に思ってる点を潰していきましょう。まず第一。何故地下の倉庫で夏海ちゃんをレーダーがロストしたのか」
　当の夏海は恐らく何を言ってるのか分かっていないのだろうが、面白そうな顔で聞いている。
「原因は、これです」
　先程夏海から受け取ったジャケットを見せる。
「恐らく、これが、例のファイルで語られていた『一号』です。実験してみましょう。慎一郎さん、こちらへ」
「お、おう」
　突然呼ばれ、何のことかと歩いて行く慎一郎。その間に手鞠はモニタを先程までのレーダーに切り替える。灯っている光点は一つ。
「これは、慎一郎さんのブリップです。で、このジャケットを着ると……」
　手鞠に渡されたジャケットを慎一郎が羽織る。すると、
「おっ！」
　一同から驚きの声が上がる。
「このように、ブリップが消失します。これはきっと、詳しい仕組みまでは分かりませんが、着用者の生体波動を認識できないほどに弱めるもののようです。さっき、夏海ちゃんがこれを脇に抱えて歩いていたとき、生体波動が弱いようにレーダーに映ったのもこのせいですね」
　なるほどなぁという顔で、慎一郎が席に戻る。
「二点目。どうして夏海ちゃんだと思って追いかけたらレオ丸がいたのか。これは最終的な実験を今度しなくてはと思いますが、例のファイル、そして、夏海ちゃんの話を聞いて、恐らくこうだろうという推論で話します。これはきっと、『二号』ですね。恐らく、生体波動を入れ替える装置です」
「入れ替える？」
　鈴姫が首をひねる。他の面々もいまいち理解できない、という顔だ。
「例のファイルでは、敵の捕虜を捉えてから使用可能になった、という記述がありましたし、単独で敵の中枢に潜り込めた、ともあります。これはきっと、捕虜とＰＩＴＡ－ＩＤを入れ替えたからだと思われます」
「なるほど。味方が脱出して戻ってきたように、レーダーには映った、というわけか」
「その通りです、鷹ちゃん。でその装置が、夏海ちゃんがレオ丸を追い詰めた部屋だろうと。押してしまったスイッチは入れ替えるためのものだったんでしょう」
　ふむふむと、一同が頷く。
「どういう仕組みか解明しないことには、はっきりしたことが言えないのですが、この機能には制限時間があると思われます。だから、あの時、夏海ちゃんが瞬間移動したかのように見えたわけですね」
「おお！　私エスパー！」
　全然分かっていないのに、夏海はニコニコと楽しそうだ。
「以上で、私からの解説を終わります。ご静聴ありがとうございました」
　鷹子からのスタンディング・オーベーションと、一同からのささやかな拍手を受け、手鞠が席に戻る。
「しつも～ん！」
　元気よく手を挙げたのは一乃だ。
「ところで、あの￥４９０っていうメモは結局何だったわけ？」
「ああっ！」
　勢いよく立ち上がったのは夏海。
「はとぴー先輩に返すの忘れてた！」
「呼んだ？」
　部屋の隅からひょっこり顔を出したのは、その鳩子だ。
「鳩！　いつからそこに！」
「え～、ず～～～っと一緒だったよ。気配を消して情報源に潜むのも報道部の務めなのですよ～」
　首根っこを掴もうとする妹の攻撃を巧みなボディーワークでかわす。
「で、そのメモはいったい何なの？」
　芹菜が落ち着いた声で質問する。
「あー、それはですね」
　追いかけっこを続ける葉山姉妹を横目に、夏海が答える。
「昨日、次の新聞にこういう記事載せるからって、ゲラ刷りっていうのをもらったんですよ。そしたら、それが入ったクリアファイルにそのメモが紛れ込んでて……」
「そそ。私が苦労して覗いた白の子鹿亭、密室会談の取材メ……」
「のぉぞぉくぅなぁあああああ！」
　追いかけっこに鈴姫が参入し、鳩子はたまらなくなって生徒会室から逃げ出す。もちろん、鬼二人も後に続く。
「はぁ……」
　一乃が大げさにため息をつく。
「やれやれねぇ……大変な一日だったわ。しかもなんか、獅子ヶ崎の重大な過去も明らかになるし」
　一乃がわざとらしく自分の肩を叩く。ちなみに、まだ日は高い。
「あ、その件ですが会長。明日の午前十時頃、またミーティングを開いてもらってもいいですか？」
　手鞠がてこてこと駆け寄ってきて提案する。
「ええ。構わないわ。どうせ夏休みで暇だし、新しいネタでめいっぱい楽しみましょ」
　一乃がウィンクで返し、長すぎる朝ミーティング（という名のおしゃべり朝食会）は自然解散と相成った。
　
　

　
　
　翌日、十時半。
　昨日はレーダー表示に大活躍したモニタには、ある文書が表示されていた。
　
「ははは。手鞠、驚いただろう？　昨日、４/１に表示されるように仕組んでおいたファイル、あれはね、父さんと宗鉄がやっていた『獅子ヶ崎大サバイバルゲーム』のことをそれっぽく書いてみたものなんだ。どうだい？　結構いい感じだったろ？
　そして、これはそのファイルが開かれてから２４時間後に開くようにしてある。突然エイプリルフールをやってみたくなってね。手鞠が三年生になる日に合わせて仕組んでみたのさ。喜んでくれたのなら本望。
　
　そうそう、例の『一号』と『二号』は、倉庫区画００４に収めてある。興味があったら覗いてみるといい」
　
　
「はぁ……父の考えそうなことです」
「あのバカ親父……」
　彼らの娘と息子は、揃って呆れたように肩を落とした。
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